
H.v.クライストの『ベンテジレーア』に

おける空間の両義性一一ヒロインの『私』

を肯定する叙情空間の生成をめぐって

松村 広 美

1. ヒロインを包む空間

ヨーロッパ近代劇の舞台は，舞台と舞台前方の観客席を隔てる幕が聞い

た瞬間，観客席からのまなざしに対して幕の向こうにのぞかれる空間として

姿を現わす「のぞき箱」である。

ベンテジレーアというヒロインは，のぞき箱としての舞台空間をのぞき

こむ観客席からの視線が届く前に，その「のぞき箱」の内側に彼女をとりま

き眺める者たちの視線を与えられることによって「眺められる」存在として

ヒロインとなる。

『ベ yテジレーn の舞台ではベンテジレーアを包みこんでアマツォー

ネの女たちが，女主である彼女をのぞきこみ，彼女のせりふを聞きとる垣根

のような空間をつくっている。ベ γテジレー7が発する言葉はしばしば彼女

自身が開きとるより先に周りの女たちによって聞きとられる。彼女が狂乱の

さなかに発する言葉も，怒りのさなかの忘我の|瞬間，あるいは歓喜の頂の忘

我のなかから発せられる言葉も，あるいは最終 24場で，夢遊状態における，

いまだ言葉をとりもどす以前の身ぶり，まなざしによる語りかけも全てまず

女たちの垣根において聞きとられる。

彼女に与えられるせりふは，彼女をとりまく人物たちのせりふとちがっ

て，彼女をとりまく者たちに対して全て筒抜けであるという特性を示す。彼

女には傍白に類するせりふが与えられない。彼女をとりまく者たちは彼女の

傍で彼女の耳に届かぬ言葉を交わし合うし，彼女の目を盗んで合図を交わL

たりするけれども彼女の言葉は，それが特定の誰かに向けて発せられている

ときでも，その特定の相手だけに届くのでなく彼女をとりまく者たち全体に

響きわたる。ひっそりささやかれるはずの言葉すら全体に響きわたる。ひと

りだけのモノローグにふさわしい言葉も，それを発する彼女に与えられる現
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在はつねに女たちに閉まれ，傍白という形で彼女と空間を共有しているkた

ちの傍をすり故けて直接観客席に向かう言葉も拒まれることによって，彼女

に与えられる言葉は舞台上に彼女をとりまく空間の全体性を飛び越えて外部

に向かう術を知らない。

それ自体，不連続な生成のプロセスを示すクライスト劇lの主人公たちの

発語という行為への関心に導かれつつ，私たちは『ベ γテジレーア』におい

て発語者としてのヒロイ Yの舞台での現在を絶対的に包み込んでいる女たち

の空間のあり方を観察したい。ヒロインを包みこんで持続するこの空間が，

彼女の「私」に対して何であるのかを追跡することが本稿の課題である。

3，024行というクライスト劇ではもっとも長い行数をもっこの戯曲は幕

の切れ目なしの 24場で構成されている。ベンテジレー7が登場するのは第5

場が最初であるが，それ以降の彼女の登場場面を通じて彼女に与えられる発

語空間として持続するものの基本的な特徴はすでに第 1場に，オデュッセウ

スがギリシア1!Iとベンテジレー7との遊追の場面を語る言葉の中に簡潔に呈

示されている。

閉幕冒頭 7:/ティロフスやディオメデースを相手にオデュッセウスが

談じているところによれば，ベンテジレー7という女王に率られてトロイ 7

戦争の戦場に姿を現わした女人ばかりの謎の戦闘i集団は，当初 lロイ 7側を

援護するものと伝えられていたが，戦場に到着した彼女たちは猛然とトロイ

ヤの軍勢を「脱がちぎれ雲を追いちらすようなJ(35)勢いて‘攻めたてた。喜

んだオデュッセウスたちは女たちの軍勢に対して，ともにトロイ 7を敵と L

て戦うものとしての連帯の挨拶を交わすために出かけてゆく。ところがオデ

ユツセウスがアキレスと並んでギリシ7の軍勢を率い，女たちの箪の先頭に

立つベンテジレーアに近づいた時，彼の目はギリシア寧の接近に対して何の

表情も示さない女王の姿を認める。彼女はチラとオデュッセウスたちの軍勢

を見るには見たが「まるで彼女の前に立っているわれわれが右像かなにかで

あるみたいな無表情で.....・私の手のひらの方がよほど表情に富んでいた位

だJ(64-67)とオデュッセウスは語る。しかし，そのような眼前の人間たちの

うごめきに対して心を閉ざし，何者かが自分に近づいていることも知らぬげ

に胸中の怨念に浸っているといった風の彼女の様子は，彼女の目がオデュッ

セウスの傍のアキレスの姿をとらえるに及んでたあいなく 変する。
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「彼女の目がアキレスに注がれたその時，彼女の顔は突然，首のところ

まで炎の色に染まり，まるで彼女の周囲の世界にはあかあかと輝く火炎

がたちのぼったみたいだったJ(68-71) 

オデュッセウスたちの存在に対して，あたかも風景の一部に接するよう

な関心の欠除を示したー|燐後にはベンテジレー 7は，アキレスという男に対

して世界が燃えあがったかと恩われるような顔面の紅潮をもって反応し，こ

のような彼女の反応をギリシ7寧にとって願つでもない吉兆と解したオデュ

ッセウスは，馬から降りて用向きをたずねる彼女に対して，この機をうかん

で早速，両軍の同盟関係を結んでしまおうと得意の弁説をふるう。弁じつづ

けるオデュッセウスはしかし，ふと女王の顔をうかがったとき彼女が彼の話

を聞いていないことに気がつく。再び無視されたオデュッセウスが見た彼女

の目ははたしてアキレスに向かつて注がれている。次の瞬間，彼女が傍の女

に向かつて声を発する場面を語るオデュッセウスの描写はベ γテジレー7の

発語をそのまま直接引用で伝える。

「彼女は驚嘆の表情をあらわに，あたかもオリンピアの競技を見ての帰

りの 16の少女のように突然傍にいる女友達の方を向き，そしてIUIぶの

だ プロートエよ，私の母上オトレーレだってあのような男に出会った

ことはあるまいぞ 1 女友達はその言葉を聞いて狼狽し黙りこんだ。ア

キレスと私とは顔を見交して微笑んだJ(84-92) 

衆人環視の中にベ Yテジレーアの声は響きわたる。傍らの女は当惑する。

女王の心がアキレスというギリシアが誇る勇士に注がれていることをあから

さまに告げる声を前にしてオデュッセウスとアキレスはほくそえむ。傍らの

友に自分の心中をもらす言葉を女王は，ささやいたのではなく叫んだのだ。

当の彼女は自分の声があたりに響きわたったことに気づかぬ様子で「酔った

ような視線をまた再びそのエギーナ人の輝く姿に注いでいる。J(93-94) 

この女王の忘我は，傍らのたった今彼女があたりに響きわたる声で語り

かけた女の言葉によって破られる。

「やっと傍らの女がおずおずと女王に近づいて，まだ私(.オデュッセウ

ス)への返事がなされていないことを彼女に思い出させた。すると怒り

からか，蓋恥からか，彼女の頬の赤らみは再び武具を染めて帯にまで照
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り映え，惑乱のさまと同時に誇りと荒々しさとをもって彼女は私の方に E 

向き直り，自分はベンテジレー7だ 7マツォーネの女王だ，そなたへ 1 

の返事は私の矢筒の中から送るであろう，と言ったのだJ ~ 

トロイ 7に対する共同戦線をもくろんだオデュッセウスたちに，いった

んは予期以上の上首尾を辿るかと思わせた会談は，こうして我に帰った女主

の奇怪な返答によって打ち切られ，ギリ Y アiJWからのアマツォーネへの同盟

の誘いは実らなかったばかりか，彼女たちが突然ギリ -/7とトロイアとが戦 j 

う戦場に姿を現わした謎も謎のままオデュッセウスたもの手に残される。

オデュッセウスによって語られたベンテジレー7の姿，彼女と彼女をと

りまく世界とのコミュニケーションの様式，まぢかに接近したオデュッセウ j 

スたちに示された無関心，内面への没入の表情，次いでアキレスという対象

が知覚されたとき，彼女の内面に住みついているただひとつの対象が存在し

ていたことが示され，またその瞬間，思念の集中と忘我は極点に達し，彼女

の自に外界はそのひとつの対象の周りに赤くゆらめく炎となって融解するに

至る，しかし彼女から失念せられている外界を彼女に思い出させる者がいて，

彼女が忘れていた空間をつきつけられたとき彼女は怒りを示 L，忘我を許さ

ない空間への怒りに伴う対人的興奮としての忘我のようなものが入りこみ，

荒々しい発語に彼女は身を委ねる。彼女の発語行為につきまとうのは，彼女

を包みこんでいる関係空間の中での忘我であり，彼女の忘我を破る関係空間

に刺激されて新たに生ずる忘我である。このようなベ yテジレーアと世界と

の交感の様式は第 5場以降に舞台に登場する彼女に与えられる発語のスタイ

ノレを予告するものである。

2. 欲望と世界一一否定の諸相

第5場に始めて登場するベンテジレー7は，アキレスを今一歩のところ

まて‘追いつめながら，彼を追走する途中で落馬し彼を取り逃がして彼女を女

王として迎える女たちのところにもどってきたところである。

アキレスという獲物を逃がした女王がもどってくると，すでにそれまで

E 

F 

， 

のギリシア寧との戦闘でありあまる数の男たちを捕獲した女たちは洗いの j 

l勝利を祝い，歓呼の戸とともに女王を迎える。アマツォーネの捻によれば彼

&;たちの戦いは，立たちだけの固に種の保存を確保するために必要な若い在住
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康な男たちを必要な数だけ狩りとる戦いであって，その際，女たちは合戦に

おいて打ち勝ち我がものとなすべき男を誰と定めて戦いに臨むことを禁じら

れている。女王がアキレスという一人の獲物を捕獲することに失敗しようと

も，すでに必要な数の男たちが手に入った今，彼女たちの戦いの目的は逮せ

られ戦いは終ったのである。ベンテジレー7は，自分の欲望の絶対性を貫く

ためには，すでに獲物の男たちを連れて故郷に凱旋の気配を示している女た

ちをして再び，彼女がめざすアキレスという獲物のいる戦場に連れ出さなけ

ればならぬ。オデュッセウスたちとの会見の場にも女王の傍にいたプロート

エという女がここでも，戦いを終結すべきときになおアキレスという一人の

男のために戦闘を続行せんとする女王を諌めんとして口を聞こうとする。そ

れに対してベ γテジレーアは彼女の欲望，彼女の意志の絶対性を真正面から

たたきつけて応ずる。

「私にかまうな! 私が決心したことを聞かなかったのか，たとえおま

えが山から落ちくる流れを御することができょうとも私の心の落雷は御

せまいぞ。私はあの男が私の足元のほこりにまみれるのを見ょうと言う

のだ。J(634-638) 

ここでベンテジレー7は彼女の心が決定したことの動かしがたさを「落

雷Jと思えと言っているのだが，この「落雷」という比輸は第20場でアキレ

スとの無残な決闘の場に赴く前の場面においては，すでに錯乱状態の彼女が，

自分は復轡の神々に立ち合いを求めるのだ，というせりふを発したとき舞台

に雷鳴がとどろき，あれは神の怒りだという祭司長に対して，いや自分が神

を呼び雷を呼んだのだと応じ，さらに烈しい雷鳴が響くのと平行して狂乱の

度を強める彼女の口から，自分は「雷雲から放たれる稲妻のようにあのギリ

シ7人の頭上に落下するのだ」と諮られて，彼女の欲望の r落ちるJ1) こと

によってしか対象に達しえない悲劇性を形象化するものとなる。

ベンテジレーアの欲望はくりかえし「落下」のメタファと結びつけられ

る。彼女がアキレスのいる岩場に駆け登ろうとしては馬もろとも墜落 L，そ

のあとアキレスを追走して落馬する光景はギリシ7寧の男たちによって語ら

れ，アキレスとの一騎打ちに臨んで槍で胸を街かれ落馬する場面は女たちに

よって語られる。また第9場では彼女は川面に映ったアキレスの幻に向かつ

て身を投げかけようとする。

- 35ー



欲望の劇としての『ベンテジレー 7~ は獲物を追う野獣とか獣を追う猟

犬，あるいは狩人といった「狩り」にまつわるメタファがちりばめられるこ

とによって，彼女の欲望の母胎であるアマツ域ーネの国家の物語，男を狩り

とる戦いによって共同体の世代交代を維持してゆく国家の物語と重ねられて

いる2)0 r狩り」のメタファにおいて，彼女の欲望がそこで宿り芽吹いた7マ

ツォー不という共同体が形象化されているとすれば，彼女の欲望がアマツォ

ーネの空間で育まれた果てにひとつの完結した世界となるに及んで母胎であ

るアマツ渇ーヰの共同体から排除され，その欲望は居るべき空間を失ってゆ

く，そのカタストロフィーに向かう運動は「落下」のメタファによってその

形象性の核を得ている。ベンテジレー7は墜ちつづける。彼女はアキレスか

らの使者の口上を聞いたとき， r岩塊が深い谷聞を， あそこにぶつかり， こ

ちらに衝き当ってはガラガラと音を立てて無限に落下してゆく"""J (2372 

2374)光景を視るのである。 しかし彼女は彼女ひとりの空間で墜ち続けるの

ではない。彼女の現在は大半を忘我の時間で埋められながら，彼女を囲み，

彼女を女主として見守る女たちとの聞に生成する出来事であることをやめ

ない。

さて，落雷が御しえないと同じように動かせないと語られたベンテジレ

ー7の欲望の絶対性は，第 5場においては彼女の欲望の指さす場所に彼女を

とりまくアマツォーネの女たちを誘い出そうとする欲望のレトリックの烈し

さとして展開される。ここで自分の欲望の流れをせきとめられようとして彼

女が発する怒りと攻撃衝動を全身に浴びて痛めつけられるのは，彼女のもっ

とも身近かに存して，彼女の欲望の動きを部よりも先に感知しつづける者で

あり，この落下をくりかえす絶対者の欲望の痛みを慰撫する者であり続ける

プロートエである。これ以上アキ νスという男を刺激しないようにと言うプ

ロートエに対してベ Yテジレーアは，アキレスという恐ろしい男は，このま

ま放置しておくならば，狩りとったギリ '/7の男たちを連れ帰ろうとしてい

る自分たちから，せっかくの獲物を再び奪い返し 7マツォーネに破滅をも

たらす存在となるだろうと応じ，女人軍の凱旋の行手をさえぎる不吉な雲，

女たちの帰る道筋に待ち伏せて女たちを脅かす黒い影としてアキレスの姿を

描き出す。プロートエはk王の欲望の暗い姉やきにおびえつつも女王の描き

出す魔神めいたアキレスの像をかき消そうとむなしく試みる。執按jに自分に

諌めの言葉を差し出し自分の企てに水をかけようとする女との応酬に決着を

36 
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つけようとしてベ γテジレーアは，彼女を囲んでいる女の中からアステーリ

アという一人の領主，戦場に遅れて辿り着いたためにいまだ一人の獲物もも

たない女に向かつて問し、かける。おまえはどう思う? プロートエの言うよ

うにアキレλを残したまま無事に故郷の都に帰ることが可能だとおまえは思

うかい? 一度の戦いにも加われないまま手ぶらで帰るはめになるのを逃れ

る道を差し出された女が一方で仲間の狩りとった獲物を侮蔑し，他方で女王

の欲望に煽びる姿を見てプロートエは憤然と非難の言葉を放ち，女王に対し

てはあくまで諌めの言葉をとり下げようとしない。プロートエに対するベ y

テジレーアの言葉はここで烈しし意地悪く，徹底的にこの女を責めつけ，

痛めつける邪惑な相に転ずる。おまえが狩りとったという男，一刻も早く連

れ帰りたい大切な男とは誰だいワ その男を連れておまえは今すぐ二人だ付

でおまえの好きな所に行って，おまえの宴を祝うがよい， しかし二度と私の

自に触れてはならぬ!(但 L，この第5場の終りにおいて，アキレスの待つ戦

場に出向こうとする間際にベンテジレー 7は泣いているプロートエに不安気

な視線を走らせると彼女に近づいて和解の言葉を差し向け，それに対してプ

ロートエも，女王の欲望の流れを変えることの不可能を知ったあと，死者の

国へ行くのであれ，天国に行くのであれ，女王と離れることのできない女と

して再びベ y テジレー7の傍らに従う女となる。)

自分の欲望を肯定する者と否定する者との二分法に基いてベンテジレー

7が彼女のもっとも親密な存在にいったんは追放を言い渡すこの場は，欲望

が絶対者の欲望として明確にその姿を現わす場であると同時に，その欲望が

なお対社会的な論理とレトリックの形式を保って己れを主張する最初にして

最後の場である。どんな代価を払おうとも，そのために世界が滅びようとも，

ただひとつの獲物をゆずろうとしないベンテジレー7の欲望の絶対性は，こ

こでほとんどラシーヌ劇の女たちと比べられる明確な表現を得ている。彼女

の欲望がこのような明断にして酷薄な対人性をもった言葉で語られること

は，彼女が次に姿を現わす第9場からはなくなる。彼女の言葉は相変らず女

たちの見守る空間で発せられるけれども，その欲望のレトリッグは女たちを

説得するレトリッグであることをやめ，行為者として女たちを誘い，女たち

に要求することを省いて，ただちに世界に対して発せられる命令となり呪詔

となり，彼女の欲望の絶対性に対して世界の側からの応答を求める言葉と

なる。
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第9場に登場するベ yテジレーアは，アキレスとの戦いにおいて槍に街

かれて馬上から大地にたたきつけられ，行為者としての欲望の成就を打ちく

だかれたベンテジレーアである。そしてアキレスの手に落ちょうとするとこ

ろを女たもの手に救い出されてもどってきた彼女を迎える第9場のアマツォ

ーヰの空間には第 5場に姿のなかった祭司長がいて，アマツォーネの法の代

理人たる彼女の存在によってその空間は女王の欲望を検閲する空間としての

作用を強めている。

この空間に姿を現わしたベンテジレーアは激しい怒りの声に身をふるわ

せている。

「すべての犬をあの男にけしかけよ! たいまつの火で追いたてて象た

ちをあの男に走らせよ! 鎌のついた戦車をあの男めがけて走らせよ!

そしてあの肉づきのよい手足を刈りとってしまえ!J (1170-1173) 

アキレスを虜にしようとして逆に敗れたベンテジレー 7の怒りは，彼女

の欲望が向かう相手が彼女の欲望を打ちくだく存在であったことに対する怒

りである。欲望する絶対者の怒りがプロートエという女を襲った第 5場とち

がって今彼女の怒りには悠りを浴びせるべき相手がそこにいなし、。相手のア

キレスは彼女と同じ欲望に導かれ，彼女を虜にしようとして，いったんは自

ら倒した相手である彼女を追って迫ってくる。 l険いに敗れた彼女は女王とし

て女たちを率いて退却を迫られている。女たちが退却を懇願する声を聞きな

がら彼女は一方で彼女の欲望を打ちくだいた相手への怒りに身を委ね，他方

で自分の欲望を受け容れようとしない世界に向かつて，なぜ私のこの胸に秘

められた想いが打ちくだかれねばならなかったのか，と間い続ける。彼女の

欲望は世界にその姿を現わしたとき世界の側から謎として眺められるが，彼

女の欲望は傍若無人の荒々しさをもって世界に現われた自分の想いの切なさ

に理解を示さない世界に驚きを示す。

女たちに固まれた空間でつかの間彼女が女たちの言葉を受け入れて我に

帰る瞬間，あるいは彼女の意識が彼女の欲望の外部にさまよい出たような瞬

間が時折訪れて例えば次のように彼女は語る。

「よかろう，おまえたちの望みに従おうなぜまた子供みたいに私

のつかの間の願いがかなえられぬからと言って私の神々と争うことがあ

ろうか，ここを退こう J(1196-1201) 
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ところが女たちが安堵の息をつき女王の分別をほめそやした瞬間，女王

の目がとらえるのは少女たちの手に握られているパラの花である。故郷の神

殿のある森でマノレス神と 7-<ツォーネの女たちとの婚礼にことよせて戦場か

ら連れ帰った男たちとの聞におこなわれるはずの宴はバラの祭と呼ばれる。

そのパヲの祭のためにまだ戦いに参加する年齢に達しない少女たちが戦場の

荒地のあちこちから摘み集めてきたバラの花がベyテジレー7の目にとま

る。彼女の自に映ったバラの花はたちまち彼女の意識がつかの間抑え，この

地に朽ちさせようとした欲望が不死身であることを証明する。再び彼女は押

えきれぬ望みを退けられた子供となって，彼女が欲しがるものを雲聞から投

げてよこさぬ天に向かつて反抗の戸をあげる。彼女は緑少ない荒野で少女た

ちが採集してきたバラの花をちぎって叫ぶ。

「春の景色は皆枯れてしまえ! われらが息づいているこの星も，この

パラの一芸同様折れてくだけよ! この世にありとある花冠を私の手で，

この花輪のようにパラパラにすることができればよい!J (1226-1230) 

第5場において対人的なレトリックの次元での欲望の言葉をほとんど燃

え尽きさせたあと第9場のベンテジレーアに拒まれた欲望の憤りを刺激する

のは彼女の欲望を拒む世界の事物の姿である。欲望に同意しない世界を欲望

は否定する。この欲望の側からの否定の命題は，すでに行為者として破産L

た第9場のベ日テジレー7においては彼女の自に映る世界の景色，そこに散

らばる事物を介して次第に非在の方向を目ざす動きとして展開する。彼女の

欲望が自分を拒んだまま運行する世界という実在に圧しつぶされんとして，

その実在を否認し，欲望本来の非在性に積極的になだれこもうとする動き，

彼女の欲望の非在の方向への明らかな転換を指示するものとして，世界とい

う実在の中に「私」を定位させるための行為者の身体の廃棄が彼女自身の身

体と言葉によって表明される。

迫ってくるギリシア軍の動きを丘の上から見張っている女がアキレスの

姿の接近を告げ，それを受けてプロートエが，ひざまずいての御殿いです，

御逃げ下さい! と叫んだとき，ベンテジレーアの発するせりふは「ああ，

私の魂は死ぬ程に疲れてしまったJ(1236)であり，それに続く卜書は「彼女

は腰をおろす」である。女達を率いて無謀な戦闘に臨む女王も恐ろしいが，

敗けI除のあと退却を求める女たちの懇願を前にして女王が坐り込んだ，この
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光景に接して女たちの驚きと絶望はそれに処する術を知らず，我が目を疑い

我が目に問うように女王に問いかける。女たちに向かつて女王の返す言葉は

「私はここに残ろうというのだJ(1939)，さらに重ねて「私の言葉を聞かなか

ったのか，私は立つことができぬのじゃ，私の骨が折れても立てと言うのか」

(1240-1241)と，歩き疲れて道端に坐り込んだ子供のような物の言い方で彼

女は自分の身体に対して行為への意志を行使することを担むのである。そL

て彼女はアキレスを戦闘において打ち取れなかった自分の肉体に対する呪誼

を叫び，今までアキレスを仕とめるために行為者としての彼女の意志に仕え

て見事に躍動していた肉体に対して，アキレスがやって来て自分を捕えたな

らば馬から吊して逆さに引きずり，野に捨て犬に喰わせるがいい，烏の餌に

するがいい，と罵倒する。

クライストはギリシア側の男たちゃ7マツ渇ーネの女たちから語られる

戦闘場面の描写を介して，ベ γテジレーアというヒロインをまず行為に向か

う力と意志において強力なひとりの欲望者として描き出したが，今その行為

への意志を投げ捨てたベ yテジレー7の坐り込んで動かない姿を舞台に指示

し，彼女に坐り込んだまま呪起の声をあげさせたグライストは，いよいよギ

リシア兵の声が舞台に響《ほどに接近 L，もう一度プロートエが「私のいと

しい方よ，あなたは御逃げになる気はないのですか?逃げないのですか?J

と問いかける，そのプロートエの語りかけに対するベンテジレーアに， r涙が

彼女の目から流れ落ちる，彼女は一本の樹にもたれる」とい.う卜書だけを与

える。さらにベγテジレーアの物いわぬ姿を見つめるプロートエに対しても

「不意に心動かされ，彼女の傍らに腰を下ろす」というト書が与えられる。と

り囲む女たちの絶望と困惑をよそに二人の女が坐り込む。ともに坐り込むこ

とによってプロートエは女たちの集団を滅亡の淵に立たせている女王の存在

をそのまま受け容れる者となる(後に見るようにこのようなプロートエの役

割はベンテジレー7を包む空間の両義性をめぐって一番に注目されねばなら

ぬものとなる。)プロートエは「それではあなたの思うようにするがよろし

い，あなたができないこと，しようと思わないことはそのままでよろしし、

泣きなさるな! 私があなたのそばに残りますJとベンテジレー7を慰撫L，

女たちに対しては女王と自分をここに残して帰途についてくれと言れなぜ

女王は動かないのか，その不可能をもたらしてレるのは女王の愚かな心以外

になにもない，と言い放つ祭司長の言葉に対してもプロートエは，ベンテジ
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レー7の，あるいはグライスト的人聞の「私Jにとっての聖域である「感情」

の領域を擁護する者となる。ベンテジレー7の生の全領土を支配し可能と不

可能を決定する力としての「感情」の絶対性が語られ， rそして感ずる胸はど

れも謎なのだJ(1286)と， グライスト的人聞が例外なく辿る運命が語られ，

「生の最高の宝を彼女は求めた，彼女はそれに触れ，もうそれをつかんだの

だ，彼女の手はそれ以上ほかのものに向かつて伸ばそうとしても，もう効か

ないのだJ(1287-1289) と， 感ずる胸から伸びる触手が探っているものの絶

対性が擁護される。

坐り込んだべ γテジレーアは痛みを訴える。女たちは動くことを拒む女

王の欲望を見守りおびえ，祭司長の戸が「二人いっ Lょに気が狂うなんて!J 

(1294)と冷く響く空間で，プロートエが女王の拒まれた欲望の痛みに寄り添

いつつ，ここを退いて今四散している軍勢を集結させたなら，女王の望む戦

いを再開できましょう，と諮りかけ右声を聞くに及んでベンテジレー7は自

らの敗北を告げる言葉を発する r人間の力のな Lうる極限を私は行なった

不可能を試みたのだ ーそして饗の目は決定されて動かない，静止した

のだ，私はそのことを分からねばならない，私が敗れたということを。」

ところがプロートエの役割は第5場において女王を諌める者として語り

女王の怒りを浴びる時からそうなのだが，女王の欲望の動きに対してあまり

に過敏な受容掃であって，女王の欲望の内側からしか女王に働きかけること

ができず，女王の欲望の論理をたちきる外部の事実を突きつけることができ

ない。従って事実の冷酷さが解決するはずの場に臨んで彼女の言葉は女王の

欲望が見てしかるべき事実に対して女王の欲望にくりかえし目かくしを与

え，女王をいつまでも彼女の欲望の論理の内側に留める働きをし，欲望が行

きつく先のカタストロフィーもまたプロートエに媒介されて極限の相を展開

することになる。

今も女王の心が敗北という事実を自認する言葉に辿り着いたところでプ

ロートエはなおも女王の欲望の内側から返却という行為を引き出そうと語り

続け，女王の欲望がさらに非在の領域への跳躍を試みるのを助ける結果とな

る。ベンテジレーアは行為の世界の可能性を語りつづけるプロートエがもら

す「もうほとんど間に合わないのですがJ(1318)という言葉を受けて再び

心の動揺をあらわす身ぷりとともに「もし私がすばやく動いたならば ・そ

う思うと気が狂いそうだJ(1319)とつぶやき，突然，太陽はどこにある，と
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円

問う。あなたのちょうど頭上に，と答えてプロートェが再び退却が果たされ

た後の行為の世界を熱っぽく語りつづける。プロートエの語りかけの問ベγ

テジレー7はじっと頭上の太陽に見入っている。次いで語り始めた彼女の言

葉は彼女の欲望を否定する関係空間を故け出1..-，彼女は太陽神と化したアキ

レスのもとに飛び立とうとしている。

「翼を大きく打ち広げ，ざわざわと大気を押し分けて行けたなら一一!J 

(1338-1339) 

「高すぎる，あまりに高いということは私にも分かる。彼は永遠のかな

たの炎の輸の中で戯れながら私のあこがれに満ちた胸のまわりを回って

いるのだJ(1341-43) 

誰のことを言っておられるのか? と問うプロートェの声を聞き流してベ y

テジレー7はやっとここで「気を取り直し，立ち上がる。」そして天空に見で

いた幻をふりきり退却への歩みを始めるのだが，希望のない歩みを歩むしば

しの間にも，谷間と岩場とどちらの道を行くかと問われて，岩場を行こう，

その方が彼にそれだけ近寄れるなどと口走る彼女は，橋の上まで来てまたし

て事立ち停る。

「聞いてくれ，退く前にまだひとつだけやり残したことがあるJ (1364-

1365) 

「まだひとつだけあるのだ，皆の者，もし私が可能性の全領土を試して

みないならば私は気が狂うだろうということはおlまえたちも承認せねば

ならぬJ(1367-1369) 

この時プロートエが不興の色を浮べて，そのようなわけならば私たちは今す

ぐ滅んでしまう方がよい，と答えるとベンテジレー7の方は「どうした，お

まえはどうかしたのかワ 私はこの女に何をしたのだろうか，皆の者，話し

てくれ!Jと無邪気な驚きを示す。彼女の欲望は彼女をとりまく実在との関

係において麻痔してしまった。実在との関係において自己を定位しない彼女

の欲望はしかし欲望自体としては不死身である。死んだように見えては蘇え

る彼女の欲望は再び頭上の日輸の中に坐すアキレスを視つつ語りつづける。

「イーダの山をオッサの山の上に転がしてその頂にゆったりと裸の私の

身体を立たせようと思うのだJ(1375-1376) 
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それは巨人族の仕事でございます! もし仮にそれをなしえたとしでそれで

どうなされます!

「愚かもの奴! 彼の金色の炎の髪を捕えて彼を私のところまで引きず

り降ろせようというのだ!J (1383-1385) 

彼女の欲望はアキレスを天頂に輝く日輸の中に移し，自分の身体を，山に山

を積み上げた頂に立つ巨人の姿に見たて，実在から切れた分だけはばかると

ころなく拡大された身体を天に向かつてそびえたたせ，頭上を横切る日輸の

動きに手を押ぼそうとする神話的，あるいはアニメ的画面の中に巨人的行為

者である自分を描き出す。彼女を囲む女たちは黙って互いに顔を見交わす。

祭司長は力ずくで彼女を連れてゆくことを命ずる。

自分の欲望に同意しない世界への怒りと呪誼の叫びに始まった第9場

は，坐り込むことによって関係空間の実在性の中に定位すべき行為者として

の身体を拒絶 L，坐り込むことによって，その身体をアキレスから離れた地

点に運ぶことを拒絶するベ γテジレーアの欲望の劇がくりかえし非在の側に

動こうとするさまを展開する。くりかえし非在の側に動こうとする彼女の欲

望の動きはしかし彼女を眺める女たちの眼に囲まれ，女たちによってその都

度，関係空間の実在性の中に引きもどきれ，引きもどされて死んだかに見え

てまた燃え上がる。クライストの関心は，たえず非在の空間に動こうとする

魂の動きであって，閉じた空間としての非在の領域に入りびたるととではtJl

い。従って女たちがつくる空間は非在への動きを反復するべ γテジレー7の

欲望に対する否定力として明確に存在しつづけなければならない。女たちの

空間が，非在の領域，自足した狂気の領域への移行を阻む否定力として作用

しつづけることによって， 与をの空間に抗いつづけるべ Yテジレー 7の f私」

はこの空間自体に「私Jの要求を突きつけつづけるし，それに応えてこの空

間自体が両義的な相貌を現わしてくる，そのことを次に見てゆきたい。

3. 肯定する空間

3-1 ヒロインの「私」に応答する空間が要請される次第

別の場所で，アルグメーネ，ケートヒェ γ，ベ γテジレー7というグラ

イスト劇の三人のヒロインに与えられる発語空間のすりか丈の場を検討した

際SL三人のヒロインの前に現われる男たちがそれぞれ， ヒロインの語りか
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『

ける二人称存在であると同時に，発言苦者としてのヒロインの存在をのぞきこ

む位置を詐取している点を論じた。三人のうちの一人，ベンテジレー7の場

合も第 14，15場におけるすりかえられた空間において，アキレスという男が

彼女に対する特権的二人称存在として与えられ，欺かれた彼女の欲望の祝祭

がのぞきこまれることになるのであるが， wベンテジレーn の空間編成に

関じて著しい特徴は彼女をのぞき込む限が，たとえばアキレスという男ひと

りだけの阪になることはなくて，必らず7-'ツ場ーネの女たちの集団的なま

なざしを伴って持続することである。こり集団的なまなざしはベンテジレー

7にとって，彼女を育ててきた共同体のまなざしであり，彼女の闘係空間そ

のものである。それに比べれば彼女の絶対的な欲望の対象であるアキレスは

彼女の欲望が産み出した幻影のように見える。(彼女の口から語られlるアキ

レスは明らかにそうであるし，舞台に登場する実在としてのアキレス自体，

彼女の欲望に合わせてパラレノレな動きを示す，いわば彼女の欲望の踊りのパ

ートナーのように動いている。ベンテジレー7の欲望の相手であるアキレス

の欲望はベンテジレーアのパートナーとして要求されるだけの過不足のない

烈しさlを備え，ベンテジレー7の欲望が7マツォーネの空間に引き起こす戦

傑主相似の，ほどよく小型化された混乱をギリシア寧の中に生じさせる。)

ベンテジレーアをのぞきこむ女たちの集団的なまなざしがつくる空間

は，すでに見てきたように彼女の欲望の母胎であると同時に，彼女の欲望を

検閲する国家と法の空間として彼女の欲望をしてたえず，そこから離脱する

動きへ向かわしめるものであり，彼女の欲望を否認することによって，絶対

者としてふるまおうとする彼女の欲望をカタストロフィーへ導くものであ

る。しかしこの空間はヒロインの欲望をのぞきこむという働きにおいて両義

的な役割を引き受けている。のぞきこむ空間は関係空間の中の異端者を検閲

する空間である一方で，その異端者の「私」の内側をのぞきこむことによっ

て「私」にコミュニケイトし応答する空間となる。検閲する空間を代表する

のは祭司長であるが，それがヒロインの「私」に応答する空間へと転ずる時

つねに介在するのはプロートエである。

プロートエは，たえず無法な欲望の過剰をあふれさせるベンテジレーア

という絶対者の熱を浴びつづける者であり，ベンテジレーアの欲望の動きに

たえず探りを入れる受容器であり，欲望する絶対者から流れ出すものの受け

皿である。世界に対するベソテジレ -7の理不尽な怒りは，これを受けとめ
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るプロートエという受け皿がなければ形をなさないし，あるいは，その場合，

形を成さない部分を削ってゆけば，この車1]は悲劇としてもっとさっぱりした

ラシーヌ風の烈しさに終始するだろう。フェードルとかエノレミオーヌといっ

たラシーヌ車1]のヒロインたちにも彼女たちの欲望にもっとも身近かに位置す

る乳母的存在が与えられていて，それらの女たちは， ヒロイ γの欲望の秘密

に参与し， ヒロイ Yの欲望と世界との通路をつけるものであり，何よりヒロ

インの欲望が語りたがっている言葉をヒロインと二人だけの空間で聞き取る

者，世界に対して沈黙せざるを得ない欲望の言葉のための不可欠の聞き手で

ある。乳母的存在を聞き手にしてヒロインたちは秘密の欲望を語る。しかし

エルミオーヌもフェードノレもそのような乳母的存在を内密の聞き手として与

えられてはいるけれども，彼女たちは，そのために世界が滅びようともただ

ひとつの対象から身を引くことをしない欲望の絶対性が必然的に引き受けな

ければならない孤独，世界を向こうに回しての孤独という運命に対してはき

っばりとした自覚をもっている。彼女たちの欲望は孤独の自覚をもっ故に，

世界との心情的なコミュニケ -'./8ンの問題を容れない。ところがベンテジ

レー7というヒロインは，彼女の欲望の絶対性が引き受けねばならぬはずの

孤独が納得できないような口のきき方をする。

第9場のベ y テジレー7の怒りを観察して注目されるのは，世界はなぜ

私が欲しがっているものを私に与えないのか，という訪りを含んでいること

である。アキレスとの戦いに敗れてもどってきた彼11:は，退却をうながす女

たちの声に対して震える声で問いかける。

「私のこの胸をあの男が打ち砕こうとしているのか，プロートエよ，そ

れではまるで夜風の中で竪琴が私の名をささやいたからと言うので私が

その獲琴を踏みつけにしようとするようなものではないかJ(1177-1180) 

この私の胸がひそかにアキレスの名をささやいて戦場に赴き，アキレスとい

う男をこの胸に抱きとるために彼を追って馬を走らせ，彼に槍の戦いを挑ん

だというのに，なぜ彼は私の胸に倒れることを拒んだのか，と彼女の「感情J

は訪るのである。

「私が彼に抱いていると同じようなときめきをもって私に近づいてくる

者があれば，それが熊であっても私はその足元に身を屈するであろうし，

ヒョウであってもその体をなぜてやるだろうにJ(1181-1183) 
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まるで世界が彼kの胸のときめきに感応し，共鳴しなければならないかのよ

うなとの種のせりふは彼女の怒りに際してくりかえし現われる。彼女の欲望

の絶対性が r彼女の欲望に同意しない世界を彼女の欲望は否定する」とい

う形で展開されるのを私逮は見できたが，同意しない世界を否定する彼女の

欲望はしかし世界が彼女の欲望に感応 L，共鳴することを自明のこととし

て要求していて，そのような存在としての世界を彼女の欲望は必要とし要請

している，という奇妙な，いわば幼児の自我から発せられる命題に私達は辿

り着く。このような自我の要請が含む，自らは気づこうとしない無邪気な残

酷さは，そのまま舞台上の出来事と符号している。ベンテジレーアの「感情」

の聖域が擁護される中で，彼女の「感情」の聖域から放たれる命令によって

アキレスの身体に触れてはならぬと言いわたされた女たちは，そのアキレス

に従うギリシア兵たちから放たれる矢にあたって次々に死んでゆく。アキ ν

スもまた彼を愛するベ y テジレーアの愛に導かれて無残な死に様を与えられ

る。進行する出来事の恐ろしさと並んであくまでも甘美な「感情」の聖域か

ら汲まれる叙情空間がなんでもないことのように共存していることなど，劇

中のグロテスクな印象はベンテジレーアという欲望する絶対者に擬せられた

自我の奇怪さの反映に他ならない。

3-2 すりかえられた祝祭空間

第 13場，意識を失ったままギリシア軍の手に落ちたベンテジレー7を

アキレスがのぞきこんでいる。傍らにはプロートエがついている。プロート

エがいなければ，ベ γ テジレーアはアキレスの腕の中で失神から限め，そこ

で失神中に彼女の身に生じた事実，自分がアキレλの手に落ち囚われの女と

なった事実を突きつけられることによって事は結着したはずである。ところ

が「彼女(=ベンテジレーア)の魂がどう動くかは見通せなし、J(1536)と言い，

女王の魂，女王の「感情Jに対して恐ろしい事実が突きつけられる瞬間にお

びえるプロートエにとって r彼女の眼が永遠にこの荒涼たる世界を照らす

光に対して閉ざされていることができればよい，私には彼女が目覚める瞬間

があまり恐ろしいoJ(1475-1477)そこでプロートエはベンテジレーアが今，

この瞬間に事実と対面する恐ろしさを回避し，先に延ばそうとする。プロー

トエはアキレスを説いて，女王の心が事実に対して準備ができるまで， しば

らくアキレスの方が彼女の虜となったようにふるまってくれるように頼む。

こうしてベ γテジレー7が目覚めたとき彼女の目に臥Lるのは，彼女を介抱L
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ているプロートエであり，とりかこむ数人のアマツォーネの女たちであり，

そして間をおいて囚われ人としてのアキレスが姿を現わす。

ここでプロートエは，ベ y テジレー7の欲望の要求するところに従って，

第 14，15場の舞台に彼女の欲望に同意し，彼女の欲望の成就を装った，仮の

祝祭空間を用意するものとなる。世界は彼女の欲望を否定する，という，こ

の劇に悲劇という形式を付与する命題はじきにもどってくるけれども，そし

てそれによってプロートエの予感したベンテジレー7の感情の破れ，錯乱と

狂気もプロートェの予測を越えた出来事自体の恐ろしさを伴ってもどってく

るけれども，その前にこの車uはプロートエの手を用いて，仮に成就された欲

望の，イマジネーんな非在の空間を舞台上に実現する。

こうして第 14場はベンテジレー7がプロートエの胸の中で意識を回復

する瞬間から始まる。 rああ，プロートエ 1 なんて恐ろしい夢を見たのだ

ろう。目覚めてみるとおまえという姉妹の心臓の傍らで私のつらい目に会わ

され疲れきった心臓が脈打つているのを感ずる心地よさは涙が出るようだ!J

(1555-1559)というせりふにおいてベソテジレー7は幼児そのものだ。 位界

は今まで彼女の欲望をイマジネールなものとして否定してきたが，プロート

エの腕に抱かれて目覚めてみると，その世界自体が彼女の欲望に同意する甘

い顔を見せ，アキレスが彼女の手中に捕えられた恋人として彼女の前にいる

ことを告げられたとき，彼女は第9場において彼女の欲望を拒んだ世界に対

して投げつけた怒りと同じ烈しさをもって歓喜の頂に羽ばたこうとする。彼

女は至福の時を一滴も余さず味わい尽くすためにプロートエに呼びかけ，傍

らの少女たちに呼びかける。

「少女たちよ，パラの花かごをもってこちらにおいで・・日私のために野

原の向こうに出かけておくれ，そして春が咲かせていないパラの花を私

のために，おまえたもの息を吹きかけて野面から咲き出させておくれ…

ああ，プロートエ，鱒;びの戸を上げうかれている私といっしょになって

助けてくれ，考え出しておくれ，どうすれば今，私がオリュンポスをど

よもす飲びの声をも凌駕するくらいにこの祝祭を神々しいものとなし，

称揚することができるか知恵をしぼってくれ!J (1636-1661) 

少女たちに対する，プロートエに対するベンテジレー 7の呼びかけは自分に

与えられた歓びに共鳴する器を求めるものである。彼女はプロートエが彼女
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の我を忘れた則|びに和して叫んでくれないのが不満顔で「おまえが私の傍ら

に立っている姿はまるで，五月の景色に霜が降りたようではないか，私の若

い命の徹;びをしぼませようとするようではないか」とプロートエが虜にした

若者をすぐに連れて来させて同席させるように命ずる。ベンテジレー7は彼

女を囲む空間の全体が彼女の至福の時に同調し，同じ飲びの色に染まること

を要求する。|止界が彼女の感情と同じ色に染まることを要求する，このよう

な絶対者としての感情の主張は，そのまま第9場において，世界が彼女の怒

り，彼女の苦悩に同化することを求めて，彼女の周聞の春景色に対して，枯

れはてよ! と叫ばれたと同じものである。その烈しさを危倶するプロート

エはー「あなたにとっては歓ぴも苦痛も等しく致命的なようです。どちらもあ

なたをたちまち狂気の方へ巡び去るのですからJ(1665-1666)と女王に警告

を発しても見るけれども(これに対してベンテジレーアは彼女の「私」の汚

れを洗い浄めてくれるものとして至福の|時間を説明する)，それでもこのプロ

ートエを介してベ yテジレー7を包む空間は確実に彼女の「感情」の共鳴器

に変じてゆく。

G プレッカーはこの}測を「悲劇というより叙情的自己解体の一幕物J4)

と呼んでいるが，この劇が叙情的であるのは，私達の観察ではヒロインを包

む空間が一方で彼女を否定する悲劇空間として機能していると同時に，その

同じ空間がベンテジレー7という絶対者の感情によって満たされる器として

の姿を現わしてくるからである。

3-3 身ぷりと空間

ひとつの全体をなす空間がベ Yテジレー7の感情をみたす器となること

は，彼女の感情を表出する媒体としての言業が取り除けられ， i~ りに空間を

ゆるやかに動く身体が残る黙l担I風の場面においてとくにあらわである o第 14

1品の終りには捗:かれたk王がプロートエとの聞に波ずる再~ll!1j風の場面が置か

れているし，第 15場の始めにも言業は取り除けられないけれども女王とア

キレスとの聞に，ゆるやかな身ぶりをi[ijllに演じられる場面が置かれて，女王

から花冠をかぶせられたアキレスが舞台をゆっくり歩む姿が女たちに眺めら

れる。

第14場の終りの方を見ておくと，ギリシア側に捕われの身であることを

知らずにプロートエに対して，おまえが捕えたリュカーオンという若者を呼

び寄せこの満たされた時間を共にせよと命ずる女王に対して，プロートエは

- 4$ー



司守

傍らの女に合図をして呼びにいかせる風を装いつつ，いずれ自分が欺かれて

いることを知らねばならない女王に対して，それまでのわずかの時聞をなお

女王の「感情」の要求するものを差し出すために用い，先刻，少女たちが集

めたバラの花のfJiりが地面にこぼれているのに k王が目をとめたのを受け

て，あなたのアキレスのために花輪を編もう，とカ γの木の下にl肢を下ろす。

ベソテジレーアも，では自分もおまえのリュカーオンのために花輪を編もう，

と「同じように幾つかのパラをかき集めプロートエの傍に坐る。J女王が「音

楽じゃ，女たちよ，音楽が要るのだ，私は落ちついていることができぬ，歌

声を響かせてくれ， 私の気持を静めてくれJ (1731-1732) と求めるのに答え

て少女たちのコーラスが楽探の音を伴って流れ，アキレスがベy テジレーア

の目を盗んでプロートエにこの後の首尾を問いに近寄ったりする中で二人の

女はパラの冠を編みつづけ， r11'.冠が 1~~iまれるとベンテジレーアは自分の編

んだものをプロート且のものと取り換え，二人は抱き合いながら花冠を見つ

める。」

あるときは黙J¥lJJとしてまとまった場面を成すに至るクライスト劇にお付

る「身ぶり」という身体表現の役割を， クライスト )>>JJのテキスト総体の中に

位置づけ r身ぶり」はクライスト車lの主人公たちの言葉が尽きて最後に彼

らの「秘密Jが委ねられる表現の聖域であり，そもそもグライスト車u特有の

韻文のリズムが表出しようとするものは「身ぶり」である， と見るのは M.

コメレんであるが5)，私たちが『ベンテジレーア』出lの空間を観察していて次

第に姿を現わす叙情空間の生成の重要な目印になるのも「身ぶり」である。

「私」の表出が言葉よりも「身ぶり」に委ねられる時，そこに空間が関与

してくる。目を閉じても聞くことができればよい「せりふ」とちがって， r身
ぶり」はある空間の中で眺められな円ればならない。 r身ぶり」に表現を委

ねる「私」はナノレチスムスの中にいる「私」である o (クライストの p、形芝

居』は r私」を眺める空間， r私」の像を眺めるナルチスムスについてのエ

ッセーでもある。)ナノレチストの「私」は「私Jの像をのぞきこむが，ベンテ

ジレー 7の「私」は「私」の像を眺めつづける立たちの垣根をもっている。

いわばベンテジレー7の「感情」に共鳴する器としての叙情空|聞において，

ベγテジレーアという眺められる「私Jは眺める「私」の役割を女たちのつ

くる空間の側に委ねているのだ。

そのような共鳴する器 r私」を眺める空間を欠いては演技として成立
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しないような身ぶりの指示はグライスト劇では多い L，1!l:い意味を担わされ

ている。例えば第 9場で無言のまま傍らの樹に身を寄せ涙を流すベンテジレ

ーアの演技は彼女に寄り添い諮るプロートエという共鳴板を欠けば成り立た

ないし，第 24場のベンテジレー7の涙も彼女をとりまき見つめる女たちが

入れかわり諮ってゆくことによって始めて舞台表現たりうる。それ自体とし

て表現たりえない，ベンテジレーアの身ぶりを指示するト書きは女たちによ

って増幅され，ことばにまで表現として形成されてゆく。

M ヨメレノレは， グライストにおいては， 言葉による伝達が及ばないと

ころを身ぶりが取りかえす，と言う 6)。私たちは r感情」に共鳴する器とし

ての叙情空間と， そのような空間を要求する「私J=叙情的自我との関係を

考えて，ベンテジレー7の「私」が及ばないところを空間が引き受ける，と

言いたい。グライストにおいて「私」が「言葉に言いあらわせないも，unaus-

sprechlich")Jことはくりかえし問題となるが7)，叙情的自我が自らを満たす

言葉を自らの言葉として発することの不可能は明らかである。叙情的自我が

i当分を満たす言葉を知らないのは，彼の欲求がそれを自ら知ることによって

欲求として存続しえなくなるような欲求だからであり，それ故，彼は世界が

彼を見つめ，彼の{撃を彼の「感情」の求めに応じて諮ることを要求 L，自ら

は無垢なまま絶対者として世界の中に自らを実現Lょうと望むのである。

3-4 成就としてのフィナーレ

最終調~24場に登場するベンテジレーアは，彼女の欲望の対象であるア

キレスを犬たちといっしょに喰い裂いて，そのアキレスの死体とともに引き

あげてくる女である。直前の第 23場で，彼女の望みに添う，形だけの決闘を

行なうつもりでやってきたアキレスの首を彼女の矢が射抜き，息絶えんとし

ながら彼女に語りかけようとするアキレスの胸に彼女の歯が喰い入る様を伝

える女によって「恐ろしき女」と呼ばれ，そllP前の第 22場で祭司長によって

あの「雌犬」を取り抑えよ，と言われた女が，それらの言葉通りの世にも恐

ろしき行為によって人間であることをやめたはずの姿で，その恐ろしき行為

の証拠物件であるアキレスの死体とともに舞台にもと・ってくる。アマツォー

不の女王としての彼女の関係空間を成立させている女たちの口が，すでに彼

女の人間であることを否認し，彼女の姿から逃げてきたあと，なおこのヒロ

インをその女たちの空間に再びもどって来させて何をクライストは演じさせ

ようとするのか。突に奇異な想いを打ち消せないけれども，クライストにお

- 50ー



いてベンテジレー7というヒロイ yのなした行為の恐ろしさとそのような行

為を生んだ彼女の「感情」の聖域は同じ物差しで測ってはならないのであ

る。いかに彼女を囲むkたちの口から彼女白行為の恐ろしさをもって彼女の

存在全体を否定させたように見えても，グライストはそのあと再び彼女を最

後の舞台に呼び出して彼女をとりまく女たちの中におき，彼女の「私」はそ

こで最終的に，絶対に肯定されてしまうのである。彼女の「私」はどのよう

に肯定されてゆくか。

ベンテジレー7は夢遊状態に近い忘我の姿て、女たちの中に帰ってくる。

女たちの中にはプロートエもいるo 祭司長もいる。傍らにはアキレスの屍が

赤い毛布におおわれている。ひとつの謎から化け物めいた女への変貌を遂げ

てもと・ってきた女王は無言のまま女たちの視線にさらされ，女たちは女王を

とりまいて恐ろし気にささやき交わす。

300行に及ぶ第24場は，この女たちに固まれた空間の中でほとんど夢遊

の状態のベンテジレー7がアキレスの屍を聞において祭司長と対峠する場面

から始まって，アキレスを無残な屍となした下手人が自分であったという，

オイディプス風の「事実の発見」に至り，自らの欲望の真実を見すえつつア

キレスを追って死んでゆくまでが，彼女の意識の状態をひとつひとつ階段を

降りてゆくように最後の地点に向かつて降りて行かせる明確な覚醒のプロセ

スにおいて区切られ，構成されている。彼女は夢遊の状態から醒めなければ

ならないし，醒めた後で「事実」を発見しなければならないし，自分の欲望

自体と対面しなければならない。しかしこのフィナーレが，彼女の「私」が

最終的に肯定されることのためにあることの磁認のためには，まず彼女が夢

遊症的忘我の状態に置かれてこの場が始まることから見なければならない。

行為のあとの忘我，錯乱のあとの忘我の中に置かれた彼女の意識は，忘

我という保護肢に包まれて今，この瞬間，彼女を忌み恐れ，彼女を激しく拒

んでいる女たちの空聞から守られている。物言わない女王の存在から発散す

る荒涼たる気配に身をすくませつつ，ひとりの祭司は，この女から身をそむ

けよ! と見ることを拒み，祭司長は「恐ろしき女よ，冥界の住人よ，行っ

てしまえ!J (2715)と叫ぶ。女たちがささやき交わす。女王は祭司長の真正

面に立ち停った! 彼女は何か合図をしている，見つめている! 祭司長は

自分のかぶりものを取って彼女に投げつけて叫ぶ。黒し¥鳥たちのところへ往

ってしまえ! 亡霊よ! 消えよ! 朽ちはてよ! けれどもベンテジレー
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アは祭司長を見つめ続けている，どうも自分が持ち帰った屍を祭司長の足元

に置けと彼女の目は言ってるようだ，と女たちがささやく。

ベンテジレー 7はここで忘我という壁の内側から，これまで彼女の欲望，

彼女の「感情」の聖域に対する批判者，裁き手であった祭司長と対決してい

るのである。ベシテジレー7からは何のせりふも洩れない L，いったい彼女

がどのような仕ぐさを Lているのかについての卜書もなくて，彼女を囲む女

たちが言い交わす言葉が彼女の身ぶり，表情を伝えるだけである。そのよう

にして彼女が血のついた矢をていねいに拭い，なでまわし，形を控えたあと

矢筒にしまう，その動作が語られ，立ちつくす彼女のまなざしにこもる「苦」

の表情，草木の絶えた砂漠のような冷たきが語られたあと始めて，彼女にひ

とつの卜書きが与えられ，その一瞬後には彼女は祭司長に対して勝利を収め

ているのである。与えられるト書きは「ある戦傑が彼女の身体をつらぬき，

彼女は弓を手から放す」と言うだけのもので，その前半はほとんど具体的な

身ぶり表現の体もなしていなくて，第9場で「涙が彼女の目から流れ落ちる」

とあったと同質の不随意な(，空間全体がその表出を担わなければならぬ)身

体現象の指示であり，後半はアマツォーヰの国家の歴史的象徴として用いら

れている「弓」という小道具，実際に彼女のアキレス殺害の道具ともなった

「弓Jが彼女の手から務ちた，と言うのであるが，この弓が女王の手を離れ，

j也に落ち，ひとしきりしなって，かわいた響きをたてて転がった末に静止す

る光景が，再び女たちの言葉に委ねられ，この光景が祭司長に，女人の国の

建国の時の女王タナトスの戴冠の光景の中に記憶されている出来事を位、起せ

しめることによって，祭司長は突然，1;:王としてのベンテジレーアの姿に屈

L，つい今しがたまでの拒絶を翻 L，彼女に対して建国の女王タナトスに劣

らぬ威容を備えた類ない女人国の支配者としての存在を承認するのである。

ここまでのところでも，すでに女たちは，ベンテジレーアを拒絶 L，身

をそむけつつ，その身をそむける言葉をもって同時に彼女の表情，身ぶりの

一部始終を語るものであることによって，舞台空間をベンテジレーアの「感

情」の荒廃の相の共鳴器となしているのであるが，祭司長が突然，女王の前

に身を屈するという出来事を境に，彼女の「感情」の相自体が変容しはじめ

る。女たちが諮る言葉によればその兆は彼女の自に湧き出る涙であり，その

涙は人の心にしのび入って「背Jを訴える鐙をつくのだ，と語られる。この

ような涙をこのように語ることによって女たちの空間は否定から肯定への転
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換を終え，ここで今までほかの女たち以上に，恐ろしき行為から帰ってきた

女王の姿を正視することを拒んでいたプロートエが再ひ'女主の傍らに呼び出

され，女王の意識が忘我の状態から目覚める瞬間に立ち会う者となる。ベン

テジレー7がこのプロートエに添われて頭に水を注ぎ rああ， プロートエ

かJと最初の声を発する，それに続く場而は， frJgj~品での失神のあと第 14 場

で意識を回復する場面の目美な打・情性がさらに高められ，ベンテジレー 7は

プロートエの顔を見つめながら，自分はすでに死後の至福の闘に来ているの

ではないか? おまえはそこに住む若いニンフが私を歓ばせるためにあのな

つかしいプロートエの顔をして現われているのではないか? と問いかけ，

舞台は先刻までのざらざらした「苦」の相から楽園幻想の場に変容する。再

び「事実」の発見の痛みと覚限の果ての死に向けて血uの時聞が構築されてゆ

く前に置かれた，限める前のかぎりなく甘い空間は，ほとんど恨めることへ

の拒絶を表明しているかのように強烈である。この場面でベンテジレーアの

「私」は空間から乳を与えられる幼児であり，プロートエは乳をとりつぐ乳房

である。

ベンテジレーアの「私Jは祭司長との対決においてアマツ rーネの女王

として満たされ，プロートエを介しては幼児として満たされたのであり，あ

とは彼女の欲望自体との関係において，欲望の真理において満たされること

が残るばかりである。

彼女を再び女主として肯定する女たちの中でベンテジレー7は今，忘我

という監を除か;fl， 彼女が忘我のうちになした行為の跡を刻んだ世界の中に

目覚める。再び女王の「感情Jの行方を恐れつつ気づかう集団となった女

たちは，女王の煎!めつつある意識に対して彼女のなした恐ろしき行為の跡を

ひた隠しに隠そうとする。このような女たちがベγテジレー7の前に墜をつ

くって彼女の目がアキレスの死体を捕える前にこっそり，その死体を運び去

ろうとして合図を交わし合う中で，ベンテジレー7は目覚めの際の悦惚たる

幻想を引きずっていたのが，彼女の目をはばかる女たちの気配によって逆に

事実の世界への目覚めへと導かれ，隠そうとする女たちの動きをlIiUL，プロ

ートエの調べないで下され! という戸をir.1jしてアキレスの破壊されつく L

た死体と対面する。次いでアキレスを殺した者が自分であったことの発見に

辿り着くために11:たちとの聞に交わされねばならない間容を介して空間は耐

え難くきしみ，歪む。この歪みよじれた空間も，甘美な楽園幻想の空間も，
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ともにヒロイ γの「感情」を盛る恭として空間が編成されたことの結果であ

り，それ故，ベンテジレーアというヒロインは決して，たった一人の空間に

追放されるということがないのである。

アキレスを無残な死骸となした下手人として，自分を発見したベンテジ

レー7はさらにアキレスを殺した彼女の欲望の真実に向かつて導かれる。彼

の肉に歯を喰い入らせたのは彼に口つけしたかったのだし，世のパカな女た

ちが食べてしまいたい程愛しいと言いつつ，言い捨ててしまう言葉を自分は

そのまま言葉通り行ってしまったにすぎぬのだ，と彼女は語る。「言葉通り」

の世界とはメタファの世界であり，自己表出に仕えるメタファとして原初の

言葉があらわれたとすれば，そのような言葉の宇宙を再創造せんとして， wベ

ンテジレー 7~ のようなテキストができてしまったのだとクライストは言う

かも知れない。

ベンテジレーアの死もまた， メタファとしての言葉をもって成就され

る。自分の欲望の真実を語った彼女は，その欲望を育んだアマツォーネの国

家からの別れを宣言し，彼女の欲望の痛みを慰撫しつづけたプロートエにも

別れを告げ，彼女の欲望の中から掘り出した言葉を，彼女の身体を貫く凶器

となして自ら滅んでゆく。

「 私は私の胸の中に降りて行くのだ，立坑のような中を降りて，鉱

石のように冷たい私の感情，滅ぼしの感情を掘り出すのだ，この鉱石を

苦悩の赤熱にかけて精練し，はがねとなして，それを毒に浸すのだ，熱

い腐食性の「悔い」という議にくりかえし浸すのだ，それを希望という

永遠の金政にのせて，鋭くとがらせ，私の短剣をつくるのだ…一」

(3025-3032) 

この観念でありメタファである短剣に胸を差し出して彼女は息たえる。驚き

嘆ずる女たちの声があとに残る。

アキレス殺害がメタファとしての言葉をそのまま身体に代行される行為

となしたものとすれば，ベンテジレーアの死は，メタファとしての言葉をそ

のまま行為の総体となした死である。法，国家としての女たちの空間が否定

しつづけた彼女の狂った胸に住みついた欲望，非在の幻であり観念でありメ

タファでしかない存在に劇空聞における究極の実在性を主張せしめ，最終的

な勝利者たらしめることによって，絶対的な「私」の成就の場としてのフィ
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ナーレが完結する。しかも非在のメタファである言葉に究極の実在性を主張

せしめるときクライ凡トはあくまで非在のメタファを非在として否認してや

まぬ「現実」空間の「現実」性を持続せしめ，その「現実」空間を非在のメ

タファでしかない「私」の言葉に屈服せしめ，この「現実」空間のただ中で

ヒロインの「私」を満たさしめるのである。(クラ 17-.トの作品において，世

界があくまで現実の相貌を維持しながら，その世界に生ずる出来事の呼応が

メーノレヒェン的な様相をもって主人公の「私」を満たし始める場面をめぐっ

ては B.v.ヴィーゼがくりかえし論及している。)め

グライスト的なフィナーレが.主人公の「私Jの絶対的な肯定の場とな

ることを最も雄弁に諮っているのはグライストのどの戯曲にもまして『ミヒ

ャエノレ・コールハース』という物語であり，そこでは主人公コーノレハースの

「私Jは，彼の敵に対する怒りと報復の相においても，また彼の正義に対して

与えられる祝福の相においても，完壁に満たされた，一点の曇りも取り除け

られた空間を享受する。戯曲においてそのようなフィナーレが一風変った味

わいをもって与えられるのは『ホンフりレク公子』における閉幕の夢遊の場へ

の回帰という形式による，夢と現の境をあらわすフィナーレである。悲劇

『ベンテジ ν-'nのフィナーレは， ヒロインの「私」がさまざまな相で満た

されるという点でまぎれもなくクライスト的なフィナーレであって，アキレ

ス惨殺の光景のむこーたらしさのあとで，彼を追うベンテジレー7の死の空間

からはまったく血の臭いが拭い去られているのは不思議なほどである。いわ

ば，それはヒロインの「私」のために浄化装置をくぐらされた空間である。

『ミヒャエノいコールハース』や『ホンフ勺レク公子』のフィナーレが一点、の曇

りもない，澄みわたった空間をもっているのは，1JJiの運びとも一致して私た

ちを納得させるが，悲劇~ wベYテジレーn が最後に到達する空間が，その

透明さにおいて共通していることを知るとき私達は，この悲劇を悲劇として

成立させる否定の空間と桔抗L，最後にはそれを飲みこんで勝利する， r私」

を肯定する空間の威力に歎じないではいられない。

グライストは大いなる欲望の悲劇という枠組を換骨奪胎して，世界とコ

ミュユケイトすることにかけて無類の無能力を示す魂に対して世界の側から

無限に優しく甘い叙情空間という聞き手，共鳴する器をさし向けた。見まち

がい，言いまちがい，誤解，不信 ・等 r私」と世界との聞の交信不能を

めぐるクライ凡ト的な否定の諸現象については従来くりかえし論じられてき
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た。「言いあらわしえない私」の「言いあらわしえない」が問題となりうるの

は， 世界に対して， r私」という無にすぎぬものへの無条件の了解を求める

「私」の要求自体に由来するのであるが，本稿では，ベンテジレー7というヒ

ロインの「私」を包む空間の両義性を追跡した結果として，世界に対して

「言いあらわしえない私Jをつきつ吋る，その「私」を肯定する相が，悲劇lの

空間に拾抗し，最後にはそれを飲みこんで絶対空間となる，という「言いあ

らわしえない私」のためのユートピ7空間のドラマトゥノレギーをおぼつかな

い足取りで辿ることとなった。クライスト的人聞を語るとき，その聖域をあ

らわす誇裳は「私」であり「感情Jであるが，その「私」が求め， r感情」が

夢想するユートピ7としての叙情空間が，具体的な空間編成のドラマ tゥノレ

ギーを介して現象している姿を観察し分析する仕事は， コメレノレやプレッカ

ー.B. vヴィーゼ等による，クライストにおけるユートピア的なもの， r私」

が満たされる世界についての考察の後，なお私達の課題として残っていると

思われる。
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Doppeldeuti氾gk霊坦eitdes Raums in Kleist匂s"Penthes討凶i日leaぜ‘“ζ

Ube町rdie Ent白st匝ehu山ngdes da剖sIch der Heldin n 1 

bejahenden， lyrischen Raums 

Hiromi Matsumura 

Penthesileas Gegenwart auf der Buhne ist durch den Raum mIt 

den sie beobachtenden Amazonenfrauen bestimmt. Sie hat }.印inenRaum 

des Alleinseins， d.h. cles Monologs. Sie kennt kein Beiseitesprechen， 

d.h. ihre Aussprache wird jedesmal VDn den Frauen aufgefangen. und 

円varvon allen Umstehenden， wen sie auch ansprechen mag. Sie kennt 

keinen Raum ohne die Frauen， die sie belauschen. Der durch die 

Frauen gestaltete Raum bedeutet also in seiner Ganzheit einen absoluten 

Zuhorer fUr die Heldin. Der vorliegende Aufsatz ist ein Versuch， dic 

Funktionen dieses Raums， namentlich Verneinen und Bejahen durch 

den Raum gegenUber Penthesileas Ich zu prUfen， um das typisch 

Kleistische， absolute Ich als theatralisches Phunomen zu verstehen. 

Zuerst fordert die Handlung des Dramas einen tragischen， vernei 

nenden Raum. Zwischen der Amazonenkonigin und dem sie umgeben-

den Raum bestehen negierende Beziehungen. Penthesilea， die absolut 

'̂lollende， soll durch die Welt vernich刷、;verden. Neben solchem 

verneinenc1en Raum aber entsteht allmuhlich ein bejahender， sus ge-

stimmter Raum fUr das GefUhl als Heiligtum der Kleist'schen Menschen. 

Dabei spielt Prothoe， die Vertraute der Konigin， eine entscheidende 
Rolle. Durch Prothoc als Seismographen fUr das Gefuhl der Konigin 
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wird der Raum zum Resonanzkorper sowohl fUr das durch die Welt 

gefolterte als auch fur das betrogen frohlockende 1ch. 

Die Bedeutungl der raumlichen Organisation um die Heldin hangt 

mit der heimlichen Forderung von Penthesileas Ich zusammen. das die 

We1t an ihrem Gefuhl teilnehme. Solche F orderung erkennen wir am 

Zornausbruch der Gescheiterten sowie am Jubelgeschrei der Betrogenen. 

Gleichsam diese Forderung anerkennend wird der Raum in吐enpan-

tomimischen Szenen als Ganzes zum absoluten' ZuschaU:er. der die 

Gebaide des narzistischen Ich ansieht. 

Dazu kommt noch das Kleistische Finale.wo das Kleistische Ich 

unbedingt erfUllt wird. Penthesileas Ich mus. seiner， schrecklichen 

Mordtat zum Trotz. mitten unter den Frauen， die sie einmal haben 

ausschliesen wo11en， endgultig bejaht werden. Dadurch， das das Bild 
ihres stummen Entrucktseins nach der Greueltat von den Frauen be-

trachtet und geschildert， wird， gewin叫 Penthesile~ wieger den Raum 

als Resonanzkorper fur 如 Geft也1山出}hMEd l I m ?eg e n 副 zzum g 

der Er口rm立m工no旧o町rd山u凹1江血n将1屯gAchi乱叫1孔山l1sgeschieht叫tPれe印n叫1吋the児es剖ilea出sT。吋d，durch die Worte 

als Metapher ausgefUhrt， im allzu reinen， lyrischen Raum. Der Tod 

heist bei ihr die Vollendung des Assimilationsprozesses von Raum 

und Kleistischem 1ch. 
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